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の ではp たとえば lOOy/cc溶液を重層した時，寒
天の液接触面は 10γ／ccであり p 下方ほど寒天内濃度
は減少する．この時50γ／ccの濃度は何の高さに分布す
るのか？






7〕 pH,8.4, 8.1, 7.8, 7.5, 7.2, 6.9, 6.6, 6.3, 6.0, 575.4 




8) pH 8.1以上の場合と6.0以下の mediumに於て
はKMの侵入性がSMより優れ＇ 7.8と6.8の聞では SM
の方が優れていた．






























て報告しp 性及び年令p 季節的関係p 手術の種類p 疾
患、との関係p 麻酔との関係p肺の樫患部位p本症の発見
と処置に就いてこれら 5例の症例を中心として文献的





















































































































の中で座側が圧倒的に多く p 又両足に多く見られP 分
裂対向面は規則的であり経過をおっても骨癒合の機転
がないと云われている．
治療としては先づ足底挿板を装用p 擢患部の負荷を
計り経過を観察しp 疹痛軽減の傾向がなければ叡出等
の観血的方法をとるのが良いと思われる．
(7) 厚生年金玉造整形外科病院に於ける
骨折の統計的観察
厚生年金玉造整形外科病院
大塚哲也・林瑞庭・笹井義男
清家隆介・牧野文雄・宮武正弘
古庵雄三・田村哲男
厚生年金玉造整形外科病院に於て取扱った島根県在
住の骨折患者のうち巡回診断を行って再診査した1153
例中1000例（非手術例611例p 手術例389例）に就いて
その遠隔成績を調査した．尚巡回診断の現症を次の4
群に分類した．
①群：解剖学的にも機能的にも変化を認めないも
の．
②群：解剖j学的に変化を認めるがp 機能的には変化
を認めないもの．
③群：解剖学的には変化を認めないがp 機能的に変
化を認めるもの．
④群：解剖学的並びに機能的に変化を認めるもの．
この内①p ②群は臨床的には治癒と看｛故きれ，又③
及④群は未治に属するものである．骨折の治療成績は
骨折部位及びその種類p 骨折線p 受傷年令，初療者p
及びその処置術式は後捺法等々の諸種の条件に支配さ
れるのは当然である．我々の調査した遠隔成績では，
所調機能障害を残す，］），④群に属するものには陳旧例
（即ち初療者が専門外の医師及び整骨師〉が多数含ま
れている事と，又年度別に眺めても昭和29年を境とし
て本院え直接来院の新鮮骨折例の治療成績が著明に向
上しているにも拘らずp 陳旧例では相変らず変化が認
められない点からしてもP 骨折の治療には初療者の処
置が如何に大切であるか f痛感される．特に四肢骨折
では骨折の骨癒合は完成されてもp 一度惹起した隣接
関節の非快復性拘縮はその患者の予後に重大な結果を
招く事を銘記すべきである．
さて医学的に眺めて全治と思われる症例にも庫、側方ミ
らの訴えは予想以上に多い事は注目すべき事でp 又一
般患者に較べて労災患者にこの傾向が強い事も見逃せ
ない．一般に労災患者はその受傷機転及び受傷程度等
の一般患者に較ぺると多少共異なる事は当然考えられ
るがp 後期間の延長又；lid~変更率の高い亨等を併せ考
えるとP 本人の精神医学的指導面もさる事乍ら現在
の社会の受入れ状況或は労災保険のあり方等について
もp 種々浅された問題があるのではないかと思われ
る．
次に年令的には一般に年少者は全治群に多く F 又復
職期間も短いし，同一群で同一年令でも非手術例が手
術例に較べてその復職期聞が梢々短いのである．
我々の統計からすると部位別成績で今後機能的或は
自覚的ひいては社会的に問題となるのは手指骨折p 脊
椎骨折p 撞骨々折等の治療後の後胎症であろう．
